
国際環境工学部建築デザイン学科における専門教育科目の到達目標

※ 関連する学位授与方針の能力との関連性　◎：強く関連　○：関連　△：やや関連

授業科目 知識 技能
思考・判
断・表現

力

コミュニ
ケーショ

ン力

自律的
行動力

豊かな
「知識」

知識を活用できる
「技能」

次代を切り開く「思考・判断・表現力」 組織や社会の活動を促進する「コミュニケーション力」 社会で生きる「自律的行動力」

製図基礎（演習） ◎ ○ 建築デザインに必要な製図に関する専門知識を修得する。 -
製図の技術によって、建築デザインの諸課題を解決する技
能を修得する。

- -

微分・積分 ◎ ○ 微分・積分に関する基礎的な知識を身につけている。 -
微分・積分の理解を通して、工学や建築学の基礎的諸問題
に対する分析力・解決力の素養を修得する。

- -

情報処理学 ◎
情 報 処 理 、 情 報 発 信 及び 問 題 解 決 に 関 す る 基 礎 的 な 情 報 リ 
テ ラ シ ー 能 力を身につける．

- - - -

環境造形演習 ○ ◎ ○ -
建築設計時に必要となるプレゼンテーション及び図面表現を
行うための基礎的技術を修得している。

建築デザインの本質を理解し、建築設計に関わる基本的表
現手法を身につけている。

-
自らの発案に基づく提案を求める課題を通し、造形や建築
デザインに関し、創意工夫に基づく独自の提案を行うことが
できる。

環境調和と建築資源 ◎
環境調和および建築資源に対する工学的アプローチの基礎
的な知識を修得している。

- - - -

建築環境計画学 ◎ 建築環境計画に関する基礎的な知識を身につけている。 - - - -

構造力学Ⅰと演習 ◎
静定構造物（梁・ラーメン・トラス）の断面力算定に関する基
礎的な知識を身につけている。

- - - -

材料力学 ◎ ○
建築構造設計に必要となる基礎的な材料力学の知識を体
系的に身につけている。

安全な建築物を設計できる基礎的な技術を身につけてい
る。

- - -

線形代数学 ◎ 線形代数に関する基礎的な知識を身につけている。 - - - -

自然エネルギー学 ◎ ○ ○
再生可能エネルギーに関する幅広い知識をを体系的に身に
つけている。

再生可能エネルギーに関する基本的なコミュニケーションが
できる。

再生可能エネルギーについて、総合的な視点から思考して
解決策を探求し、自分の考えを論理的に述べることができ
る。

- -

電気工学基礎 ◎ 電気工学に関する基礎的な知識を身につけている。 - - - -

力学基礎 ◎
力学に関する基盤となる知識を体系的かつ総合的に身につ
けている。

- - - -

環境情報学概論 ◎
様 々  な 情 報 技 術 の 応 用 事 例 に関する幅広い知識を身につ
けている。

- - - -

地域エネルギー論 ◎ ○
地域エネルギーに関する基礎的な知識を体系的かつ総合
的に理解している

-
地域エネルギーについて、総合的、論理的に思考して解決
策を探求し、自分の考えや判断を適切な方法で表現するこ
とができる。

- -

環境統計学 ◎ ○ ○
環境及び建築分野における統計的手法について、基礎的な
知識を身につけている。

大量データの表現法や基本的解析法を身につけるととも
に、簡易統計解析ツールを利用することができる。

- -
統計学が社会で生きるために重要な学問であることを理解
し、環境及び建築に関する諸現象を科学的・客観的に捉え
る姿勢を身につけている。

認知心理学 ◎
人間の認知特性に関する基礎的な知識を体系的に身につ
けている。

- - - -

環境設備基礎 ◎ ○
空気調和設備、給排水衛生設備を主とした建築設備に関す
る基礎的な専門的知識を身につけている。

サステイナブル建築・都市を実現する環境設備の設計に必
要な技能を修得する。

- - -

見学ワークショップ演習Ⅰ ○ ○ ◎ - -

空 間 デ ザ イ ン、構 造 ・ 施 工、 材 料 デ ザ イ ン、建 築 環 境 エ ネ ル 
ギ ー の各分野について、学際的・複眼的に思考して解決策
を探求し、自分の考えや判断を論理的に表現することがで
きる。

学生同士で積極的な議論をしながら、協働して建築分野に
横断的に存在する諸問題の解決に向けて取り組む姿勢を
身につけている。

建築分野全体への関心とキャリア意識を持ち続け、専門的
職能を有した人材として主体的に行動できる姿勢を身につ
けている。

建築材料 ◎ ○ ○ 主要な建築材料に関する基礎的な知識を修得している。
建築材料を用途に応じて適切に使い分ける技能を修得して
いる。

建築物の設計・施工段階で生じる建築材料に関する課題解
決力の素養を身につけている。

- -

建築史概論 ◎ ○ ○
西洋建築史、日本建築史に関する基本的な知識を身につけ
ている。

-
西洋及び日本建築史の中で代表意的な建築物を知ってお
り、その特徴を理解している。

-
歴史的建築物の空間構成を理解し、建築設計に活かせる
能力を身につけている。

構造力学Ⅱ ◎ ○ ○
構造力学に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身
につけている。

構造設計をおこなう上で必要な力学的な知識を適切に運用
できる能力を身につけている。

- -
構造力学への関心とキャリア意識を持ち続け、専門的職能
を有する人材として主体的に行動できる姿勢を身につけて
いる。

集住空間論 ◎ ○ ○
都市計画学の中の住宅地計画に関する基本的な知識を身
につけている。

住宅地計画及び住宅計画を行うための基本的技術を身に
つけている。

- -
住宅地計画、住宅計画に関し、自分自身で考え、問題を解
決する訓練を通し、生涯学習できる能力を身につけている。

設計製図Ⅰ ○ ◎ ○ ○ 住宅に関する専門的な知識を身につけている。
木造・RC構造に関し、CADによる二次元及び三次元の建築
図面の描き方、表現方法を身につけている。

作品課題の提出及び発表を通し、設計意図、作品の特徴を
論理的に説明できる能力を身につけている。

個別にエスキースを通し、個人指導を行い、意思疎通、自己
表現力を身につけている。

-

木質系構法 ◎ ○ ○
住宅規模の木質系建築の構法に関する基礎的な知識を修
得している。

木質系建築の設計・施工に必要な技能を修得している。
木質系建築の設計・施工段階で生じる課題を解決する能力
の素養を身につけている。

- -

環境工学実験 ○ ○ ◎
建築環境工学における各種物理量の測定法・解析法・評価
法について理解している。

建築における光環境、熱環境、空気環境等の基本的測定技
術と測定データの解析・評価スキルを身につけている。

-
グループワーク（実験）の中で、他者と協働しながら相互理
解を深める力を身につけている。

-

環境設備実験 ○ ○ ◎
実験や調査を通じて、建築設備の実践的な専門的知識を身
につけている。

建築設備に関する測定データと調査結果をまとめるために
必要な技能を修得する。

建築設備に関する諸課題に、身につけた専門的知識が適
用可能であることを発見する。

- -

建築・都市計画学 ◎ ○ ○
建築計画学及び都市計画学に関する専門的な知識を身に
つけている。

計画学に基づき、建築及び都市設計を行うための基本的技
術を身につけている。

建築用途ごとの代表的建築作品及び都市計画に関する知
識を身につけ、新たな計画立案に適用可能であることを理
解している。

- -

建築景観デザイン工学 ◎ ○ ○
建築景観・ランドスケープに関する基礎的な専門知識を修得
する。

建築景観・ランドスケープを考える技能を修得する。
建築景観・ランドスケープにおける諸課題について分析し解
決する能力を修得する。

- -

建築材料実験 ○ ○ ◎ ○
実験を通じ建築材料の実践的な専門的知識を身につけて
いる。

建築材料に関する実験方法と測定データの結果をまとめる
ために必要な技能を身につけている。

修得した知識や技術を基に建築材料に関する実際的な諸
課題の発見とその課題を解決する能力を身につけている。

-
実験を通して、データの改竄等社会人として禁止されている
事項を理解し倫理観を身につけている。

設計製図Ⅱ ○ ◎ ○ ○
集合住宅・学校建築に関する専門的な知識を身につけてい
る。

中規模のRC構造等に関し、CADによる二次元及び三次元
の建築図面の描き方、表現方法を身につけている。

作品課題の提出及び発表を通し、設計意図、作品の特徴を
論理的に説明できる能力を身につけている。

個別にエスキースを通し、個人指導を行い、意思疎通、自己
表現力を身につけている。

-

鉄骨系構造の設計と演習 ◎ ○ ○
鉄骨造に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身に
つけている。

鉄骨造の構造設計をおこなう上で必要な知識を適切に運用
できる能力を身につけている。

- -
鉄骨系構造物への関心とキャリア意識を持ち続け、専門的
職能を有する人材として主体的に行動できる姿勢を身につ
けている。

建築振動学・荷重論 ◎ ○
建築構造物に作用する荷重と簡単な振動モデルの挙動に
関する基礎的な知識を身につけている。

1質点系モデルの固有周期を算定できる。 - - -

建築マネジメント ◎ ○ ○
建築マネジメント、建築施工を主とした建築生産に関する専
門的知識の基礎を理解している。

サステイナブル建築・都市を実現する建築生産に必要な技
能を身につけている。

- -
建築マネジメント、建築施工の際に遵守すべき事項を理解し
倫理観を身につけている。

エネルギーと室内環境 ◎ ○ ○
建築における省エネルギーと環境性能向上を両立するため
の専門的知識を身につけている。

建築熱・空気環境工学の基本的な定性・定量解析ができ、
建築環境計画へ活用することができる。

- -
環境共生やSDGｓへの取組に関心を持ち、持続可能型建
築・都市の構築へ自ら貢献しようとする意欲を身につけてい
る。

近代建築史 ◎ ○ ○
設計行為に内在する問題を解決するための歴史的な基礎
知識を習得している。

史実を通して得た建築の役割を理解し、実社会と創造的建
築行為の関係性を適切にとらえることが出来る。

発展的な課題に取り組む際に必要とされる、論理的な思考
や既知の知識を身につけている。

- -

コンクリート系構造の設計 ◎ ○

コンクリート系構造に使用される材料に関する知識ならびに
梁・柱の許容耐力算定に関する基礎的な知識を身につけて
いる。

鉄筋コンクリート梁・柱の設計ができる（鉄筋の必要本数を
算定できる）。

- - -

設計製図Ⅲ ○ ○ ◎
商業建築、公共建築に関する専門的な知識を身につけてい
る。

環境に配慮し安全で快適な建築設計に必要な技能を身につ
ける。

建築設計課題において現状分析・課題発見・課題の解決策
を立案することができる。

- -

音と光の環境デザイン ◎ ○ ○ 音環境と光環境に関する専門的な知識を身につけている。
演習課題を通して，音・光環境デザインを行うための専門知
識活用のスキルを身につけている。

修得した知識をもとに，音と光の環境デザインについての諸
課題を発見し解決する能力を身につけている。

- -

建築安全・仮設工学 ◎ ○ ○
建築に関するリスク、安全、防災、仮設物に関する基礎的な
知識を身につけている。

様々な場面で使用される仮設物を選定し、設計する能力を
身につけている。

- -
日常災害や自然災害への関心を持ち続け、建築技術者とし
て社会の安全にに貢献できる姿勢を身につけている。

建築構造デザイン ◎ ○ -
建築構造デザインを行う上で最低限必要な教養を身につけ
ている。

- -
建築構造デザインへの関心とキャリア意識を持ち続け、専
門的職能を有する人材として主体的に行動できる姿勢を身
につけている。

建築材料用法演習 ○ ◎ ○
適切な材料を選定するために必要となる様々な建築材料に
関する知識を身につけている。

習得した知識を図面上に反映させるスキルを身につけてい
る。

- -
材料や環境への関心を持ち続け、主体的に材料を選定する
姿勢を身につている。

建築設備デザイン ◎ ○
建築設備及びそのデザインに必要な基礎的知識を身につけ
ている。

建築設備デザインに必要な技術を身につけ、それを応用す
ることができる。

- - -

都市環境計画 ◎ ○ ○ ○
都市環境に関する専門的な知識を体系的かつ総合的に理
解している

都市環境に必要な情報を収集、分析することができる。
都市環境の観点からの論理的な分析をもとに、課題を立案
し、その効果を評価できる力を身につけている。

-
都市環境への関心とキャリア意識を持ち続け、都市環境の
改善に向けて、取り組む意欲を有している

パッシブシステムデザイン ◎ ○
パッシブシステムに関する幅広い知識を体系的かつ総合的
に身につけている。

- -
他設計者等と効果的にコミュニケーションを図り、パッシブシ
ステムを設計する能力を有している。

-

保全施工実験 ○ ◎ ○
建物の改修・保全に関する基礎的及び実践的な知識を体系
的かつ総合的に身につけている。

安全に建物の改修・保全を進めるうえで必要となる施工の
基礎的な技術を身につけている。

保全施工技術者の観点から、社会的な問題点を見つける能
力、さらに、理論的な分析をもとに問題点を解決する能力を
身につけている。

- -

保全構造実験 ○ ◎ ○
建築構造物を対象とした実験・解析両面における基礎的な
知識を体系的かつ総合的に身につけている。

実験結果から得られた情報を収集分析し考察する能力と、
構造物を適切にモデル化し、構造解析を行い建物の挙動を
把握する能力を身につけている。

- -
建築構造物を対象とした実験・解析両面における深い関心
とキャリア意識を持ち続け、専門的職能を有する人材として
主体的に行動できる姿勢を身につけている。

建築コスト ◎ ○ ○
建物のLCCを主とした建築積算に関する専門的知識の基礎
を理解している。

建築図面の読み方を取得し、部材の数量算定を実施するた
めに必要な技能を身につけている。

建築コストに関する実際的な諸課題の発見とその課題を解
決する能力を身につけている。

- -

建築施工 ◎ ○ ○
建築施工に関する基礎的及び実践的な知識を総合的に身
につけている。

安全に建物を施工する上で必要となる基礎技術を身につけ
ている。

- -
建築施工技術者として、社会に対して負う責任を持ち続け、
貢献できる姿勢を身につけている。

建築法規 ◎ ○ ○ 建築関係法規に関する専門知識を修得する。 建築関係法規の適用に関するスキルを修得する。 - -
修得した知識をもとに、建築関係法規に関する法令遵守や
倫理観の能力を身につける。

世代間建築デザイン ◎ ○ ○
持続可能な社会システム構築に必要な専門的知識を身に
つけている。

広い視野を持ち、正確な情報を収集し、分析することができ
る。

- -
次世代を築く建築技術者としての責任を意識し、倫理観を
持って行動する姿勢を身につけている。

環境計画演習 ○ ◎ ○ ○
建築物の環境性能評価を体系的かつ総合的に理解してい
る。

建築物の環境性能評価に必要な情報を収集、分析すること
ができる。

建築物の環境性能の論理的な評価・分析をもとに、環境改
善策を立案し、その効果を評価できる力を身につけている。

他の設計者と積極的な議論をしながら、協働して、環境計画
方針や環境改善策を提案することができる。

-

環境設備演習 ○ ◎ ○
環境設備計画において必要な基礎的専門的知識を身につ
けている。

環境設備計画の際に要する技術を身につけ、それを応用す
ることができる。

論理的な思考に基づいて建築設備に関する課題解決の方
法を計画・立案することができる。

- -

建築材料設計演習 ○ ◎ ○
環境に配慮した建築材料設計に関する専門知識を修得して
いる。

建築材料設計に関する工学的手法を修得している。
材料設計を行う際に生じる課題を、修得した専門知識・工学
的手法で解決することができる。

- -

見学ワークショップ演習Ⅱ ○ ◎ - -
社会人による講演会を通し、建設業界の現状を理解し、より
専門性の高い分野を選択するための基礎知識を身につけ
ている。

-
建設業界で働くために必要な専門性を理解し、将来の職業
や研究室選択に必要な知識を身につけている。

構造設計演習 ○ ◎ ○ ○
建築構造設計に必要となる理論と実践的な知識を体系的か
つ総合的に身につけている。

安全な建物を構造設計するための基礎技術を身につけてい
る。

建築構造設計における社会的事項に対して、問題点を見つ
ける能力、さらに、専門的見地から諸問題を解決する能力を
身につけている。

-
建築構造設計者として、社会に対して負う責任を持ち続け、
主体的に行動できる姿勢を身につけている。

設計製図Ⅳ ○ ○ ◎ ○ ○
設計コンペ案の作成を通し、高度な建築設計及び建築表現
に関する専門的な知識を身につけている。

手描きやCADによる高度な二次元及び三次元の建築図面
の描き方、表現方法を身につけている。

作品課題の提出及び発表を通し、設計意図、作品の特徴を
論理的に説明できる能力を身につけている。

グループごとにエスキースを行うことにより、グループ間での
意思疎通、自己表現力を身につけている。

社会的なテーマを課題とし、実践力を修得するとともに、自
らの建築設計課題案を教員や他の学生に説明し、議論でき
る能力を修得する。

地域環境情報演習 ◎ ○ ○ - 地域環境情報に必要な情報を収集、分析することができる。
地域環境の観点からの論理的な分析をもとに、情報収集を
立案し、その効果を評価できる力を身につけている。

ほかの学生と協働して効果的に活動できるコミュニケーショ
ン力を有している。

-

卒業研究 ○ ○ ◎ ○ ○
未知の課題に挑戦し、客観的分析に基づき自ら解決策を導
き出すための知識を身につけている。

研究成果を論文としてまとめる技能を身につけている。
論文発表を通し、高いプレゼンテーション能力を身につけて
いる。

ゼミ及び最終発表にて、研究内容を教員及び他の学生に説
明し、議論できる能力を身につけている。

自分自身で考え問題を解決する訓練を通し、生涯学習でき
る能力を身につけている。

卒業設計 ○ ○ ◎ ○ ○
様々な条件を分析し、建築物を設計するための知識を身に
つけている。

分析した結果を、正確に設計図に表現するためのスキルを
身につけている。

設計図や模型等の作品制作及び発表を通して伝える、高い
プレゼンテーション能力を身につけている。

作品及び最終発表にて、設計趣旨や内容を教員及び他の
学生に説明し、議論できる能力を身につけている。

自分自身で考え問題を解決する訓練を通し、生涯学習でき
る能力を身につけている。
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